























































































































































































































































他の町で自分と共に遠征に参加する国家勤務者 ͼͶ;ͱͪ΄ͳͰͶΉͯͳ 、アタマン ͪͽ
ͪͷͪ͸ (コサック隊長)、コサック兵を選出しました。彼らには 2年間という期限
付きで給料と食料が支給されました。
　給料と食料を受け取ったアンドレイ一行は、エニセイスクのオストロークに
向かいました。そして、そこからカチン人（チュルク語系の民族）の土地に入
っていきました。彼らへの指示は、エニセイ川のほとりのクラスノイ・ヤール
にオストロークを建設し、堀をめぐらし、防御を固めることでした。次に彼ら
が求められたことは、現地住民をロシアのツァーリ（皇帝）の支配下に入れ、
ツァーリに忠誠を示させ、ヤサーク（毛皮税）を収めさせることでした。その
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際できるだけ武力を行使しないようにとも指示されました。また、住民に耕作
をさせるようにとも述べられています。
　これらがドゥベンスキーに求められた主な指示でしたが、このほかにもその
後のオストロークの管理・経営についても細かく指示が出されました。例えば、
（１）周辺住民の調査、（２）コサック兵の給料と食料、（３）トボリスクから
クラスノヤルスクまでの道順、（４）途中での越冬の仕方、（５）周辺の現地
住民対策、（６）同伴してきた勤務者や兵士の監視と監督などでした。そして、
最後に、アンドレイ本人に対する注意が書かれていました。すなわち、この指
令書に書かれていることが、もし、本人の怠慢や不注意で実行に移されなかっ
た場合、彼はツァーリから大いなる失寵を被ることになるだろうということで
した。
　以上がクラスノヤルスク市の前身であるクラスノヤルスク・オストローク建
設の概略でした。この史料からわかることはオストローク建設のいきさつだけ
でなく、ここでは触れませんでしたが、（１）現地住民をむやみにキリスト教
徒に改宗させない、（２）現地住民からヤサーク（毛皮税）を徴収することが
主な収入源ではあるが、それ以外にも農耕のための耕地を探させているという
点でした。史料の指令からわかることは、当時、ロシアがシベリアに進出した
目的は毛皮を求めてのものであったことは言うまでもなく、それに加え肥沃な
耕地を求めたものでもあったといえるのではないでしょうか。
註
昔ながらのもてなし方。客に歓迎の意を表し、大型の円パンの上に塩をのせて出迎
える。
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＊　本稿は 2005年５月21日（土）におこなわれた星城大学公開講座の原稿に加筆し
たものである。
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